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研究目的

これまでに、アスリートは一般人と異なる心電図の所見を呈することがあることが海外で報告
されています。しかし、本邦におけるアスリートの心電図所見を評価した大規模な報告はあり
ません。そこで今回、国立スポーツ科学センターのスポーツクリニックで実施した心電図のデー
タを解析することで、本邦のアスリートにおける心電図所見の傾向を評価し、海外の報告と
の違いの有無や性別、競技特性による違いについて検討を行います。この研究の実施によ
り、本邦のアスリートの心事故発生防止にも役立てます。

研究対象者 国立スポーツ科学センタースポーツクリニックで2001年1月1日から2024年12月31日の間
にメディカルチェックを実施したアスリートの方のうち、16歳以上のアスリートが対象です。

研究概要

アスリートは長期間の高強度トレーニングによって心電図に生理的変化が生じるために独自
の評価基準が推奨されていますが、この基準に用いられたデータにアジア人が含まれていませ
ん。心電図所見には人種差がありますが東アジアからの大規模な報告は無く、また性別や
競技特性の双方を考慮した報告もありません。 そこで本研究では、国立スポーツ科学セン
ターでアスリートに対して実施された心電図検査の解析を行い、性別・競技特性を考慮した
心電図波形・異常所見に関する検討を行うことで、①東アジアにおけるエリートアスリートの
心電図波形の傾向および異常所見の頻度、②性別および競技特性による波形や所見の
違い、について明らかにしたいと考えています。これにより、本邦のアスリートに対してこれまで
より高い精度によるスクリーニングとしての心電図検査ができるようになることが目的です。

研究に用いる情報の種類 年齢、性別、競技種目名、競技歴（年数）、既往歴、身長、体重、心電図検査所見
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